
学科名：

平成３０年度計画 平成３０年度実行内容

中期目標に対する中期計画の具体的
項目

各部局で、具体的な取組・実行内容
に基づいて計画実行する（具体的に
期限やレベルなど数値目標を挙げて
定量的に記載する）

（平成２９年計画の具体的実行内容
を具体的に期限やレベルなど数値目
標を挙げて定量的に記載する）

年度の中間及び年度末に計画の達成
状況を評価する。 該当する項目に
ついては、セルを分割して、上段に
中間報告、下段に最終報告を記載す
る。

積極的に留学生対象の進学相談会に
参加し、オープンキャンパス等の学
内行事に参加を促し、大学のアピー
ルをした。「サマープログラム」も
提携大学より１６名の参加者を迎
え、本学の学生（バディー）ととも
に一週間のスケジュールを無事終了
することができた。本学の学生も海
外の学生と交流することで、大いに
刺激を受け、海外への関心が深ま
り、外国語能力を伸ばすきっかけと
なった。

〇 〇

後期においても、本学の学生と留学
生の交流の機会を増やすよう、交流
会や発表の場を設けたり、岡山外語
学院と協力して、本学の学生や留学
生と県内に留学している学生との交
流の機会を設けた。また、海外への
留学希望者や、個人的に海外へ旅行
する学生も増えており、海外への関
心が高まりつつある。その際の危機
管理をしっかり身に着けるよう危機
管理研修を行った。インバウンドに
ついては、本学の受け入れ条件がN2
必須であることから、条件に見合う
本学への正規留学生は１名に留まっ
た。今後、留学生を増やせるよう次
年度に向けて内容の検討や広報が必
須である。

〇 〇

◆中期目標・中期計画に基づく各部局年度計画及び実行計画と達成状況の運営について◆

（２）平成３０年度実行内容は、平成３０年計画の具体的取組・実行内容を具体的にかつ定量的（数値的）に記載する。

（３）計画達成状況は、年度途中（9月末）、年度末（３月末）に計画の達成状況を部局長及び学長が評価し、次年度計画の参考とする。

就実大学大学院・就実大学の中期目標・中期計画に基づく各部局年度計画及び実行計画と達成状況

部局名（学部又は事務部）： 国際交流センター

学長
評価

担当者
評価

計画達成状況
　部局及び学科における３０年度計画と実行計画

中　期　目　標 中　期　計　画

計画：平成30年5月7日／中間報告：平成30年9月30日／最終報告：平成31年3月31日

［社会連携・社会貢献］
教育の理念・目的を実現するため
に、社会連携・社会貢献に関する方
針を明確にし、その方針に沿って社
会との連携に配慮し、教育研究成果
を広く社会に還元する。

グローバル化促進として、留学生の積極
的な受け入れ、さらに外国人研究者活
躍の場を広げ、本学の構成員の国際的
活動能力の向上を図る。

グローバル化を促進するため、積極
的に海外からの留学生を受け入れ、
本学学生との交流も活発に行い、学
生の海外への関心を深める。

留学生受け入れ数値目標としては、
全学生数の１％を目標とし、県内の
進学説明会に参加し、今年度から国
際交流センター主催で行うサマープ
ログラムにおいて、大学をアピール
する。また英語で授業を行う等、留
学先として選考されるよう入試・授
業内容を検討する。

（１）平成３０年度計画は、就実大学大学院・就実大学中期目標・計画の具体的な取組・実行内容に基づいて計画する。中期目標・計画に関連して、新たな取組がある場合は項目を増やして記載す
る。


